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巨
瀬
町
に
「
片
岡
」
と
い
う 
字 
地

あ
ざ

名
が
あ
り
ま
す
。
高
梁
川
の
支
流
、

有
漢
川
に
沿
っ
て
国
道
三
一
三
号

を
北
上
す
る
と
巨
瀬
町
塩
坪
で
県

道
高
梁
旭
線
に
分
か
れ
る
場
所
、

す
な
わ
ち
有
漢
町
へ
の
入
口
に
差

し
掛
る
付
近
に
位
置
し
て
い
て
、

「
片
岡
」の
ほ
か
塩
坪
、 
安  
元 
、 
陰  
地 

や
す 
も
と 

お
ん 

じ

な
ど
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
昔
に

は
片
岡
村
か
ら
多
和
山
峠
へ
と
登

り
、
中
津
井
（
現
･
真
庭
市
）
へ
と

向
か
う
落
合
往
来
が
北
上
し
て
い

て
、
交
通
の
難
路
と
い
わ
れ
て
い
た

「 
峠  
山  
越 
え
」へ
の
登
り
口
で
し
た
。

た
わ 
や
ま 

ご

今
で
も
「
片
岡
」
の
長
尾
鼻
か
ら
多

和
山
峠
へ
の
草 
生 
し
た
古
い
道
が

む

残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
片
岡
村
の

塩
坪
は
交
通
の
分
岐
点
と
し
て
栄

え
て
い
た
市
場
集
落
だ
っ
た
の
で

す
。

　

中
世
に
は
、 

巨  
勢 

こ 

せ
の 

荘 
と
い
う
荘

し
ょ
う

園
で
京
都 
仁  
和  
寺 
門
跡
領
と
な
っ

に
ん 

な 

じ

て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
戦

国
時
代
に
は
古
瀬
と
表
記
し
て
い

ま
す
（「
備
中
兵
乱
記
」）。
毛
利
の

支
配
を
受
け
、
江
戸
時
代
の
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）か
ら
幕
府
領
と

な
っ
て
小
堀
氏
の
支
配
と
な
り
、
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）か
ら
松
山
藩

池
田
氏
・
水
谷
氏
の
支
配
と
な
り
、

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）に
は
再
び

幕
府
領
と
な
り
ま
し
た
。
同
八
年

（
一
六
九
五
）
か
ら
は
安
藤
氏
・
石

川
氏
・
板
倉
氏
が
支
配
し
た
松
山

藩
領
と
な
っ
て
明
治
を
迎
え
て
い

ま
す
。江
戸
時
代
初
め
の
「
正
保
郷

帳
」（
正
保
二
・
三
年
頃
＝
一
六
四

五
〜
四
六
）に
は
古
瀬
片
岡
村
、
高

二
七
四
石
余
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

「
備
中
集
成
志
」（
宝
暦
三
年
＝

一
七
五
三
）に
は
「
水
谷
伊
勢
守　

高
二
七
一
石
余
…
」
と
書
き
、「
備

中
誌
」（
嘉
永
六
年
頃
＝
一
八
五

三
）に
は
、
片
岡
村
・
東
西
一
里
二

五
町
・
南
北
二
〇
町　

高
八
六
四

石
九
斗
余　

枝
村
に
山
組
、
安
元
、

陰
地
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

塩
坪
の
町
の
長
さ
を
二
町
一
三

間
、
家
数
二
四
軒
と
記
録
し
、
片
岡

村
の
家
数
一
一
〇
軒
、
人
数
四
九

三
人
と
記
し
て
い
て
、
幕
末
の
こ
の

地
域
の
様
子
が
細
や
か
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

巨
瀬
町
祇
園
寺
の
再
建
棟
札

（
明
和
四
年
＝
一
七
六
四
）
の
裏
に

片
岡
村
庄
屋
岡
崎
理
兵
衛
義
季
の

名
が
記
録
さ
れ
、
ま
た
「
備
中
村

鑑
」（
万
延
元
年
頃
＝
一
八
六
〇
）

に
は
石
高
八
六
四
石
余
り
を
あ

げ
、
庄
屋
前
島
茂
十
郎
と
し
て
い

ま
す
。

　

塩
坪
に
は 
火 
ひ
の 

鋒 
神
社
が
祭
ら
れ

み
さ
き

て
い
て
、
こ
の
神
社
に
ま
つ
わ
る
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
文

化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
二
月
に
塩

坪
で
大
火
が
あ
っ
て
町
の
大
半
が

焼
け
ま
し
た
。
そ
の
後
人
々
は
「
ミ

サ
キ
様
の
た
た
り
」
に
違
い
な
い
と

言
っ
て
、
二
度
と
火
難
の
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
願
っ
て
火
鋒
神
社
を
ま
つ

っ
て
拝
み
ま
し
た
。
今
で
も
旧
暦
二

月
五
日
に
は
お
祭
り
を
し
、「
こ
の

日
に
は
風
呂
を
た
か
な
い
」
と
か

「
家
の
壁
を
厚
く
し
て
、
家
と
家
の

間
に
は
溝
を
つ
く
る
」
な
ど
の
言
い

伝
え
が
残
っ
て
い
て
、
地
域
の
人
々

に
は
「
火
の
用
心
」
の
意
識
が
強
く

残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

陰
地
か
ら
吉
備
中
央
町
へ
上
が

る 
午  
王  
渓 
に
沿
っ
た
標
高
三
〇
〇

ご 

お
う 
だ
に

〜
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
花
崗
岩
の

山
上
に
は
、
中
世
の
砦
・ 
粧 
し
ょ
う 

田 
山

だ

（
少
田
山
）
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
崩

れ
た
の
か
山
上
に
は
砦
の
面
影
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
い
伝
え
に
よ
る

と
源
義
経
が
西
海
に 
赴 
く
時
に
、

お
も
む

片
岡
八
郎
弘
常
が
二
〇
〇
騎
余
り

を
従
え
て
屋
島
の
戦
い
、
壇
の
浦
の

戦
い
な
ど
で
戦
功
を
あ
げ
、
義
経

よ
り
感
状
を
賜
り
、
巨
瀬
庄
の
地

頭
に
補
せ
ら
れ
、
陰
地
東
に
屋
敷

を
構
え
て
粧
田
城
を
築
い
た
と
い

わ
れ
、
そ
の
後
子
孫
は
三
村
に
属

し
て
い
た
が
、
毛
利
の
手
に
落
ち
た

（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、 
貞 
じ
ょ
う 

観 
六
年
（
八
六
四
）
創

が
ん

立
と
い
わ
れ
る
松
山
城
五
社
八
幡

宮
の
一
つ
、
塩
坪
の
八
幡
神
社
が
あ

り
ま
す
。「
吉
備
津
神
社
文
書
」

（「
岡
山
県
古
文
書
集
」）
の
中
の

「
上
房
郡
祭
礼 
日  
切 
注
文
」
に
「
八

ひ 

ぎ
り

幡
宮
御
祭
礼
八
月
二
六
日　

神
主

　

三
明
」と
寛
永（
一
六
二
四
〜
四

四
）
頃
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
片
岡
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、「
片
方
の
」「
片

寄
っ
た
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
岡
の

一
方
が
長
く
傾
斜
し
た
丘
」
を
表

す
地
名
だ
と
い
う
説
、
二
つ
に
は
有

漢
に
は
人
名
か
ら
き
た
地
名
が
多

い
こ
と
か
ら
、「
片
岡
」も
例
に
も
れ

ず
、
地
頭
と
し
て
粧
田
城
を
築
き
、

こ
の
地
を
支
配
し
た
片
岡
氏
の
名

が
地
名
と
し
て
残
っ
た
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

三
十
三　

片　

岡

塩坪・片岡・多和山峠方面を望む
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原→鶴鳴保育園
→市営栄町住宅→妙見町堀江宅横→雇用促進住宅
→黒川商店（日名地区）→枝中央地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区→小泉・東地
区→布寄小学校→中野・迫地区→吹屋保育園→吹屋
小学校→向井商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
６日�，１３日�，１９日�，２７日�

開館時間

　せっかく正社員になって頑
張っていた会社をリストラさ
れた久里子は、実は自主退職扱
いになっていたことを知る。そ
の悲しい真相とは？フリータ
ー久里子が出会った日常の事
件を描く、老人と犬と女の子を
めぐるミステリー。 移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１６日�

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２４日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２８日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

３１日�

一般書

ふたつめの月
近藤史恵：著
文藝春秋

８月７日（ 火）　８月２１日（ 火）

　ジャレットは、ふつうの人間
の女の子。ところがある日、ふ
しぎな手紙が届いて、ハーブ魔
女トパーズの家を相続できる
ことになったのですが…。ハー
ブの知識と魔法がいっぱい。ジ
ャレットのハーブレッスンも
付いています。

児童書

ハーブ魔女のふしぎな
レシピ
あんびるやすこ：作・絵
ポプラ社

休館日

9：00～17：00

おりがみあそび「へそ飛行機」４日�
ビデオ「王さまの耳はロバの耳」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１１日�

きりがみあそび「おばけがフワフワ」１８日�
みんなであそぼう「トントンずもう」２５日�

�月

☆図書館再開のお知らせ
　館内改修工事に伴う臨時休館のためご迷

惑をお掛けしていましたが、７月20日�から

開館します。どうぞご利用ください。

教育資料展示会～岡山県の高校・特別支援学校を知ろう！～
　県立図書館と共催で、備中地域を中心とした県下の高等学校など
の学校誌や閉校記念誌などを展示します。また、進路検討の参考と
なる平成19年度版の学校案内や学校要覧もご覧いただけます。入場
無料です。

　　　会期：８月８日（水）～８月１２日（日）　９：００～１７：００
　　　会場：文化交流館　市民ギャラリー

毎週月曜日休館日

開館時間 9：00～17：00


